
   「仙台版防災教育副読本を活用した指導事例」 

 学校名 ［ 北六番小丁学校 ］    氏名 ［ 國井 美紅 ］No.3   

［ 小 ］学校 ［平成２８］年版 第２学年 単元名［自分地図をつくろう！ （もっとなか

よし まちたんけん）］Ｐ３２～３３   教科・領域名  ［ 生活科 ］ ［ ２／６時間 ］ 

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 

 

 

 

 

 

１ 通学路で見つけた地震が発生したときに、安全

な場所や助けてもらえる場所を発表し合う。 

 

 

 

 

（児童の主な反応） 

 公園 歩道で広くなっているところ 福沢市民

センター（補助避難所） 児童館 東照宮（灯籠

からは離れる） 宮町交番 こども１１０番の家 

 自分の知り合いの方の家 等 

２ 安全な場所で働いている方を想起する。 

 

  

  

 

 近所の顔見知りの大人 福沢市民センターの職

員 児童館の先生 東照宮の宮司さん 宮町交

番のおまわりさん 子ども１１０番の家の方 

 子ども１１０番の店の店員さん  

 

３ これまで確認した情報を整理するために、「自

分地図」にまとめることを提案し、自分地図作成

の意欲付けをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○副読本の写真カードや実際の地域の写真

を提示して確認したり、まとめたりする。 

○自分たちの生活する地域は、地震や大雨・

台風が発生したときには危険な場所とな

るところもあること、またその場合でも安

全な場所が整備されていることを確認し

て、安心して学習できるようにする。 

○安全な場所で働いている人と顔見知りに

なっておくことの大切さに気付かせる。 

○これまでのまちたんけんや地域連携の授

業、日常生活の中で交流のある人々を想起

させる。（写真提示） 

○３年生の「防災マップを作ろう」（総合）

では「共通の学区地図」を、２年生の「自

分地図をつくろう！」（生活科）では、「自

分なりに作り、描く自分地図」を発達段階

に応じて作成した。 

○昨年度までの自分地図の例を示して、どの

ような地図か理解させ、意欲を高める。 

○３月 11 日の前日 10 日（金）に保護者への

お便りで、震災から６年目を迎えるに当た

って志を新たに防災教育の継続を行って

いくことを伝え、自分地図作りへの協力を

呼びかける。 

 

【ねらい】 

通学路で地震発生時に安全なところ・助け

てもらえるところを発表し合い、理解を深め

る。  

 実際に通学路を歩いてみて見つけた、地震

が起きたときに安全なところやたすけても

らえるところを発表しましょう。 

 みんなが見つけた安全なところ・助けて

もらえるところにはどのような方がいらっ

しゃいますか。 

 

  

 


